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＜連絡事項＞
・特になし。

＜入室状況＞
・清水 弥助様～東Aユニット14号室→東Cユニット4号室。

＜患者様情報＞
・滝澤　幸輝様～主治医よりCRP高値の為、セフジトレンピボキシル錠処方、
                吸引指示頂いている

・清水　ヨシエ様～主治医より朝食全量摂取出来ている事を報告。食事摂取
出来ている事から血糖測定中止。点滴1本キープの指示受ける。

・三浦　郁子様～Ba交換指示。→交換済み。

・瀬川　高雄様～船場Dr来棟され診察して頂く。その後、病棟に連絡あり
ソリタT1 500mlは中止。一日補液量　1000ml　とし、
①ソリタT3:500ml、ヴィーンD：500ml 4日分処方となる。

・斉藤 凛様～本人、母様の意向から予定通り明日10時での退院を希望。主治医
[bookmark: _GoBack]からも退院許可下頂いている。

・柳町　明美様～生活福祉課ケースワーカー木村様へ架電。既に午前中に
生理用品等持の為来院済み。入院診療計画書などのサインは
母様へ直接連絡してサイン頂いて構わないとの事。母様へ
　　　　　　　架電し7/21（火）午前中に来院するとのこと。

・横嶋　由嘉子様～7/18　13：30退院。主治医より退院指示頂いている。

・槇　賢二様～入院診療計画書サインしに来院予定。家族に衣類・靴返却。
7/28平和病院受診の為の入院証明書渡しています。

・上山　博一様～長女夫婦、甥面談（特診）実施。詳細は看護記録参照。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放中
他患者の私物弄りあり早めに終了している。引き続き、症状観察と
早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時眼光鋭さや衝動性なし。スタッフに礼節
保たれている。不穏さなく経過。引き続き、症状観察と早期に
処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～身体拘束中。バイタルサイン異常なし。適宜吸引施行し除痰する。
　　　　　　　　指示の経管栄養は問題なく実施。拘束部位の皮膚トラブルなし。
　　　　　　　　主治医よりCRP高値の為、セフジトレンピボキシル錠処方となる。
引き続き、症状観察と早期に拘束解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。危険行為や拘束部位トラブルなく経過。週末落ち着いて
いれば月曜日に左手の拘束解除を検討と。引き続き、症状観察と
早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜小栁Dr.診察＞
・庭田　久美子様～入院60日前を前に外泊か外出を検討と。家族にはその旨
伝えるよう指示受ける。

・長根 瞳様～週末落ち着いていれば月曜日に左手の拘束解除を検討と。

＜入院患者情報＞R8.7.17
日　　時：令和8年7月17日　12:40
氏　　名：佐藤 夏蓮（さとう　かれん）様
生年月日：平成20年8月12日(17歳)
病　　名：注意欠陥多動障害、パーソナリティ障害の疑い
性　　別：女性
主 治 医：馬渡Dr
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Aユニット16号室
＜経過＞
　転居に伴う継続治療(むつ総合病院　メンタルヘルス科)ADHD、ASD、素行障害疑いの診断で前医より紹介され令和6年7月1日当院初診。以後定期的に当院への通院治療を継続していた。
過去には金銭的なトラブルや問題行動、素行不良、さらには市販薬OD（自殺企図）があったようである。（日赤→むつ病院）4月よりうみねこ学園に入所。本日定期受診の為、来院。主治医診察にて7/12に施設での他利用者に対し（おそらく適切な）注意をしたところ、担当スタッフが注意を受けたと勘違いし激高。そのスタッフに怒鳴られたことで怒りが制御できず不安定となり、結果的にスタッフに対し暴力を振るう。信頼したスタッフに上記の対応をされたことで裏切られた気持ち
になった等と話す。また刃物をコルクでできた掲示板に刺した等といった危険行為あり。衝動性が高く、危険行為や暴力行為に至るリスクが高い。入院治療が必要であると判断し本人に説明したが、本人から適切な理解と同意は得られなかった。その為、家族の同意を得て、東病棟Aユニットへ
医療保護入院となる。

日　　時：令和8年7月17日　13:55
氏　　名：茶立場　稲喜様（ちゃたてば　いなき）様
生年月日：昭和28年7月26日(72歳)
病　　名：硬膜下血腫術後、認知症疑い
性　　別：男性
主 治 医：高橋Dr　サポート医：馬渡Dr
入院形態：医療保護入院
＜経過＞
　婚姻歴なく、南部町にて独居で生活していた。自営業で便利屋を行っていた。令和8年4月にバイク事故を起こし、後に歩行障害が出現。同月26日、右肩骨折・慢性硬膜下血腫の診断となり、南部病院にて入院治療を行い、同年5月22日に自宅退院。以降動作の繰り返しや会話の噛み合わなさがみられ、食事の支度も困難となり、宅配弁当を利用していた。同時期介護申請を行ったが要支援1の認定であった。退院後はバイクを乗らないよう病院側から言われていたがやめることはなかった。同年5月、外で倒れているところを新聞配達員へ発見され、八戸赤十字病院へ搬送。その後南部町医療センターへ転院しリハビリテーションを行い、同年6月23日八戸赤十字病院のフォロー受診時、頭部CTにて血腫の再発が認められ、同院脳神経内科へ転院した。同月29日血管塞栓術施行した際には術後不穏みられ、何度も立ち上がり歩き回るためベッド上で身体拘束を受けていた。また、当初カテーテルも挿入したが自己抜去。排尿はみられていたためそのままで経過をみていた。30日に拘束は解除となったがふらふらと歩き回り、多弁で常に話していることや、会話を投げかけてもそれに対しての明確な返答はなく、自分の仕事の事を話す等関係のない事を話し続けていた。看護師を手をさする等の行為もあり。現状になる前に介護申請は行っていたが要支援1認定であり施設入所するにしても在宅サービス利用するにしても、使える量が状態に見合わないことから、家族からはこのまま自宅への退院は不安であると声があがった。同院医師より、認知機能低下について当院での鑑別及び環境調整を進められ当院へ相談があった。

日　　時：令和8年7月17日　14:15
氏　　名：榊　正博様（さかき　まさひろ）様
生年月日：昭和38年3月12日(63歳)
病　　名：脳梗塞後遺症（器質性精神病）
性　　別：男性
主 治 医：馬渡Dr
入院形態：医療保護入院
＜経過＞
　H30年9月にむらかみ脳神経クリニックにて右頭頂葉脳梗塞の指摘を受け、八戸赤十字病院へ紹介。同年10月に八戸赤十字病院初診し通院開始。徐々に無為自閉状態となり体重も10kg減少したことからうつ病疑いにて同院精神科へ2回入院歴あり。退院後、デイサービスを利用しながら在宅療養していたが、R5年5月にB型就労開始後よりサービスの拒否があった。同年10月頃より苛々感を訴え壁を蹴る、殴る、妻を殴るふりをする、妻運転中の首を掴む,妻への暴言あり。入院はせず自宅でみたいと希望があり薬剤調整を実施したが症状改善なく、家族が対応困難となったためR7年3/1当院初診し、症状改善目的にて医療保護入院となる。
　当院入院後は入院治療に対する拒否や抵抗強く、帰宅要求の訴えが頻回に聞かれていたがスタッフに対する粗暴性なく経過していた。薬剤調整と薬剤投与方法の調整(一部簡易懸濁)にて状態安定し、自宅退院の意向があったため外泊訓練や就労支援・デイケアの体験行い、訪問看護導入しR7年7月に自宅退院となった。
　以後外来通院していたが、R8年6月上旬より易怒的になることがあり、受診を早め薬剤調整を行っていた。しかし症状改善なく、デイサービス拒否や暴言・粗暴行為あり。妻からは8月仙台に転居し、転居後は仙台の病院への転院と仙台での施設入居の意向あり、それまでつなぎの入院希望あったため、入院予定となる。

